
 
 

 

２学期が始まり、１か月が過ぎました。残暑が厳しい中、朝晩は冷えて、日中との寒

暖差が大きい季節となりました。体調を崩しやすい時期なので、生活習慣を整えて予防

しましょう。新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言は９月 30 日までで解除さ

れる予定ですが、キッズデイズ中も感染症対策を行いながら元気に過ごしてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中に、１学期に通知のあった疾病は治療できましたか。ピンク色の治療報告書

の提出をお願いします。９月２９日～１０月３日はキッズデイズです。未受診の人は、

この期間を利用して、受診してくださいね。緊急事態宣言発令中のため、受診を控えて

いた人もいるかもしれません。歯科でも感染対策は十分されていますので、むし歯がひ

どくならないうちに、早めに受診してください。 

◆９月２４日（金）までに提出されたむし歯の治療報告の集計をしました。 

永久歯のむし歯を治療した人・・・９．８％ 
     永久歯にむし歯がある人は、あと ４６人います。 

     永久歯は、生涯にわたって使っていく歯です。大切にしましょう。 

 

 

 

＊ピンクのお知らせ用紙を紛失した人は、再発行しますので申し出て下さい。 

 

 

 チャドクガやスズメバチなど、毒針を持つ虫には、春だけでなく、夏の終わりから秋

にかけても注意が必要です。虫に刺されたりかまれたりしたときは、ひどくならないよ

うに次のような手当てをしましょう。 

 

 

 

 

令和３年９月２８日 

岡崎市立葵中学校 

保 健 部 №４ 

例年に比べると、非常に低い治療率です(コロナ流行前は約 30%でした…)。 

痛みや違和感が出てからの治療は大変です。神経の処置が必要なこともあります。 

キッズデイズは治療のチャンス！今すぐ予約をしましょう！ 

①針や毛が残っていた
ら、毛抜きやガムテー
プを使って取る。 

②刺された部分の
周りを指でつまん
で毒を押し出す。 

③石けんでていねい
に洗って、水道水で
洗い流す。 

④腫れやかゆみがある
ときは、ガーゼやタオ
ルの上から氷などで冷
やす。 

【注意】痒みや腫れ、痛みがひどかったり、気分が悪いかったりするときは病院へ行きましょう。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1568084575/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cubW9ub3BvdC1pbGx1c3QuY29tL2lsbHVzdC80NDgy/RS=%5eADB1iqXcBzK6esXu4egnpp9UWhZpPU-;_ylt=A2RivQLewHVd00EAMAKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1568084575/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWlsYWIuanAvc296YWkvZGV0YWlsLzE4MjEyLw--/RS=%5eADBp1wE_TqqNiVGdsMJmKZUQaWy61c-;_ylt=A2RivQLewHVd00EAKAKU3uV7


 

 

１学期に、生徒会と保健委員会では、感染症対策を継続していくためにはどうすれば

よいかを考えました。夏休み明けの分散登校時に、全校生徒を対象に新型コロナウイル

ス感染症の対策についてのアンケートを実施しました。コロナ禍での学校生活も２年目

となり、昨年度は意識して予防対策をしていたことが、いつの間にか身に付いたようで

す。一方で、「コロナ慣れ・コロナ疲れ」と言われるように、度重なる予定変更によるス

トレスや不安、気の緩みなどが出ている部分も結果に表れているようです。今一度、自

分自身の感染症対策を振り返り、もう一度意識して対策を続けていきましょう。 

 

 

 

 

「新型コロナウイルス感染症」チェックカードの結果（9月実施）n=634 

 

◆①～③より：手洗いの習慣が定着してきました。あらゆる感染症の予防に「手洗い」

は必須です。正しい手洗いの方法で、これからも続けていきましょう！ 

◆④より：マスクの着用も定着しています。「顔とマスクの隙間をつくらない・鼻を出さ

ない・あごマスク禁止」を意識してください。息苦しさを感じる場合は、無理をせず

にマスクを外してください。 

◆⑤～⑧より：３蜜回避については、換気やソーシャルディスタンスなど、学校でもで

きる感染対策をこれからも続けていきましょう。友達との会話が弾んで距離が近くな

ることもあると思いますが、今できる対策を考えて行動してください。運動部や体育

のマスクを外す場面での休憩中は気が抜けがちなので、特に注意が必要です。 

◆⑨より：体温を測定したり体調を記録したりすることで、体調の変化に早く気付くこ

とができます。毎朝の検温・健康観察を続けていきましょう。 

◆⑩より：規則正しい生活（睡眠・食事・運動）を崩さずに、自分らしい生活を心がけ

ることは、体はもちろん、こころの健康を保つ秘訣です。 

 
問 項目（いつもできている、だいたいできているの割合） 

① 手洗いをする時、石鹸を使用している。 

② 正しい手洗いの方法で手を洗うことができている。 

③ 毎日、綺麗なハンカチを持っている。 

④ 毎日、室内ではマスクを着用している。 

⑤ 教室では、密集・密接しないように気をつけている。 

⑥ 教室で大声を出さないように気をつけている。 

⑦ 給食の時は話をせず静かに食べている。 

⑧ 部活動中、（休憩中も含めて）密集・密接にならないように気をつけている。 

⑨ 毎日体温を測り、検温表に記入し提出することができている。 

⑩ 早寝・早起き・朝ごはんを心がけ、生活リズムを整えることができている。 

【ニュースから考える：不織布マスクと思いやり】 

これまでの研究により、布やウレタンマスクより不織布のマスクの方が、くしゃみなどの飛

沫を防ぐ効果が高い傾向にあることが分かり、現在、不織布マスクの着用が推奨されていま

す。それぞれのマスクの特性を考え、その日の行動や体調によって使い分けるとよいでしょ

う。ただし、不織布マスクによる肌荒れを起こしやすい人もいるので、無理して自分に合わな

いマスクに替える必要はありません。それぞれ事情があることを考え、お互いに思いやりの心

をもって過ごしていきたいですね。 

＜新型コロナワクチン接種について＞ 

ワクチン接種は強制ではありません。健康上の理由で接種できない人や接種を望まない人な

ど、接種しない人が責められたり差別されたりすることがないように、正しい最新の情報から

一人一人がしっかり判断することが求められます。正しい情報をもとに、家族やかかりつけ医

としっかり話し合いをし、納得をした上で、接種する/しないを決めてください。 


